
人
事
院
は
、
定
年
延
長
に
つ
い
て
６
５
歳
ま
で
段
階
的

い
て
の
具
体
的
な
内
容
は
出

に
引
き
上
げ
る
原
案
を
出
し
ま
し
た
。
疑
問
の
多
い
、
退

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

職
金
に
関
わ
る
情
勢
は
以
下
の
通
り
で
す
。

５
年
ご
と
に
人
事
院
が
行

っ
て
い
る
、
民
間
の
退
職
金

の
水
準
に
つ
い
て
の
調
査
が

ど
の
よ
う
な
案
が
出
さ
れ
る

推
移
を
見
な
が
ら
と
り
く
ん

１
０
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

で
行
き
た
い
」と
し
ま
し
た
。

す
の
で
、
そ
の
結
果
等
を
受

全
教
は
、
①
退
職
金
の
水

③
に
つ
い
て
「
児
童
生
徒

け
て
、
来
年
４
月
こ
ろ
ま
で

準
を
維
持
す
る
こ
と
、
②
６

数
の
推
移
を
考
慮
し
、
特
別

に
は
、
定
年
延
長
の
問
題
と

１
歳
以
上
で
退
職
す
る
場
合

支
援
学
校
の
適
正
配
置
を
考

合
わ
せ
て
法
案
が
提
出
さ
れ

も
退
職
時
ま
で
の
経
験
年
数

え
て
い
る
」
と
し
ま
し
た
。

９
月
３
０
日
に
人
事
院
が

交
渉
で
は
、
現
在
、
退
職
時

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

を
す
べ
て
反
映
す
る
こ
と
、

障
教
部
（
石
橋
聡
子
部
長

害
の
障
害
児
学
校
の
生
徒
増

こ
う
し
た
回
答
は
、
「
特

出
し
た｢

意
見
の
申
出｣

で

の
給
料
月
額
を
基
準
と
し
て

５
年
前
の
調
査
で
は
、
公

③
定
年
前
退
職
に
対
す
る
割

ほ
か
）
は
県
教
委
交
渉
を
１

に
対
応
し
た
高
等
部
建
設
、

別
支
援
教
育
推
進
基
本
計

は
、
退
職
金
に
つ
い
て
の
考

い
る
計
算
方
法
に
つ
い
て
、

務
員
の
退
職
金
は
民
間
よ
り

増
率
を
大
幅
に
加
算
す
る
こ

１
月
２
８
日
に
行
い
ま
し

③
統
廃
合
・
学
科
改
編
を
行

画
」
に
沿
っ
た
回
答
で
、
要

え
方
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ

在
職
中
の
最
高
給
料
月
額
を

若
干
低
い
と
い
う
調
査
結
果

と
、
な
ど
を
要
求
し
て
い
ま

た
。

わ
な
い
こ
と
、
な
ど
で
す
。

求
に
十
分
応
え
る
内
容
と
な

ん
。

基
準
に
す
る
こ
と
等
が
議
論

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
公

す
。

こ
れ
は
、
８
月
２
６
日
の

県
教
委
は
、教
職
員
課
（
鳥

っ
て
お
ら
ず
、
私
た
ち
の
追

全
教
や
国
公
労
連
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、｢

意
見

務
員
の
人
件
費
削
減
の
圧
力

こ
の
要
求
に
結
集
し
て
と

「
鶴
南
特
別
支
援
学
校
時
津

山
課
長
他
）
や
特
別
支
援
室

及
で
、
次
の
よ
う
な
点
が
明

す
る
公
務
労
組
連
絡
会
と
の

の
申
出｣

で
は
退
職
金
に
つ

が
強
ま
っ
て
い
る
中
で
は
、

り
く
み
ま
し
ょ
う
。

分
教
室
中
学
部
に
つ
い
て
の

（
古
川
室
長
）
が
対
応
し
ま

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

申
し
入
れ
書
」
と
、
１
０

し
た
。

①
１
次
計
画
で
は
「
統
廃
合

月
６
日
の
「
障
害
児
学
校
に

①
に
対
し
て
、
県
教
委
は

は
な
い
」
。
こ
れ
は
「
１
２

関
す
る
要
求
書
」
に
も
と
づ

「
作
業
場
（
特
別
教
室
）
は

月
の
定
例
教
育
委
員
会
で
決

く
も
の
で
、
そ
の
主
な
要
求

作
る
」
が
「
普
通
教
室
に
つ

定
」
の
方
向
で
あ
る
。

は
、
①
時
津
分
教
室
中
学
部

い
て
は
盲
学
校
の
教
室
を
利

②
「
県
特
別
支
援
教
育
推
進

設
置
に
つ
い
て
は
校
舎
の
新

用
す
る
」
と
回
答
。

基
本
計
画
」
の
「
具
体
化
は
、

築
を
行
う
こ
と
、
②
知
的
障

②
に
つ
い
て
は
「
生
徒
の

２
～
３
年
の
ス
パ
ン
で
考
え

｢

長
崎
の
豊
か
な
高
校
教

条
件
の
充
実
を
促
す
審
議
結

て
い
る
」。

育
を
め
ざ
す
会｣

(

事
務
局
・

果
と
な
り
ま
し
た
。

に
質
疑
を
お
こ
な
い
ま
し

し
か
し
、
審
議
時
間
は

今
後
も
、
障
害
者
教
育
関

高
教
組)

と｢

長
崎
の
私
学
助

審
議
に
先
立
っ
て
、
紹
介

た
。
各
委
員
は
異
口
同
音
に

約
１
時
間
に
及
び
、
文
教
厚

係
者
、
父
母
、
組
織
の
枠
を

成
を
す
す
め
る
会｣

(

事
務
局

議
員
で
あ
る
堀
江
ひ
と
み
議

｢

趣
旨
は
理
解
で
き
る｣

｢

趣

生
委
員
長
が
県
当
局
に
対
し

超
え
た
共
同
が
求
め
ら
れ
て

・
私
教
連)

が
県
議
会
に
提

員(

共
産)

と
請
願
人
代
表
の

旨
に
反
対
す
る
人
は
だ
れ
も

て｢

採
択
は
難
し
い
が
、
２

い
ま
す
。

出
し
た
、｢

教
育
費
負
担
の

塩
塚
私
教
連
委
員
長
が
請
願

い
な
い｣

と
述
べ
ま
し
た
が
、
万
人
の
署
名
を
重
く
受
け
止

公
私
間
の
格
差
を
な
く
し
、

の
趣
旨
説
明
を
お
こ
な
い
、

請
願
項
目
の
実
現
の
た
め
に

め
て
、(

改
善
で
き
る
所
は)

◆
「
特
別
支
援
教
育
推
進
基

子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い

署
名
総
数
が
２
万
５
９
５
筆

必
要
な
予
算
額
に
つ
い
て
の

し
っ
か
り
努
力
し
て
も
ら
い

本
計
画
」
と
は

た
教
育
を
求
め
る
た
め
の

(

高
教
組
関
係
は
５
２
９
１

県
当
局
の
答
弁
な
ど
を
引
い

た
い｣

と
発
言
す
る
な
ど
、

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
「
１

請
願｣

に
つ
い
て
の
審
議
が
、
筆)

に
達
し
た
こ
と
を
紹
介

て
、｢

現
実
的
に
は
難
し
い｣

審
議
の
内
容
と
し
て
は
、

２
年
度
か
ら
、
概
ね
１
０
年
間

１
２
月
８
日
、
県
議
会
の
文

し
な
が
ら
、
私
学
助
成
の
大

｢

採
択
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル

私
学
助
成
を
始
め
と
す
る
父

の
基
本
計
画
」
で
「
国
や
県
の

教
厚
生
委
員
会
で
行
わ
れ
ま

幅
増
額
や
給
付
型
奨
学
金
の

が
高
い｣

な
ど
と
発
言
し
ま

母
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
施

動
向
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、

し
た
。
請
願
の
採
択
に
は
至

必
要
性
等
を
訴
え
ま
し
た
。

し
た
。

策
の
充
実
を
求
め
る
も
の
と

計
画
の
見
直
し
を
行
い
」
つ
つ
、

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
反
対

審
議
で
は
、
１
２
人
の
委

結
局
、
賛
成
は
堀
江
議
員

な
り
ま
し
た
。

「
実
施
計
画
を
立
て
施
策
の
展

意
見
は
一
人
も
な
く
、
教
育

員
の
う
ち
、
８
人
が
県
当
局

の
み
で
請
願
は
不
採
択
。

開
を
図
る
」
と
い
う
も
の
。
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定
年
延
長
で
ど
う
な
る
？
退
職
金

い
ま
不
透
明

来
年
４
月
ま
で
に
法
案
化
？

要
求
活
動

ま
す
ま
す
重
要
に

県
議
会

文
教
厚
生
委
員
長
促
す

｢

署
名
を
重
く
受
け
止
め
て
、
し
っ
か
り
努
力
し
て
も
ら
い
た
い｣

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
請
願
は
不
採
択

書記局から

■中央での会議参加はいかが？
年明けから中央での学習や機関

会議があります。参加などの希望

がありましたら、書記局まで連絡

してください。

① 1月 14、15日
生活権利討論集会
② 1月 28、29日
高教教育シンポ
③ 2月 4、5日
全国青年教職員
学習交流会
④ 2月 18、19日
全教大会
⑤ 3月 10、11日 日高教大会

■長崎高教組中央委員会への
参加態勢を職場の協力で！

第 213 回中央委員会を下記のよ

うに開きます。多忙な中ですが、

代理も含めて全分会からの出席を

追求してください。

○１月２８日（土）
１０時３０分～１６時

○ 諫早市・高城会館
（諫早高校隣り）

■書記局の休み
高教組書記局は年末年始の休業

などに合わせ 12月 29日（木）～ 1
月 4 日（水）まで休みます。ご了

解ください。緊急の場合は、本部

執行役員まで連絡してください。

署名の重み

２万５９５筆

ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
が
い
ま
必
要
と

説
明
す
る
堀
江
ひ

と
み
県
議

障
害
児
学
校
の
統
廃
合

１
次
計
画
で
は
な
い

障教部
県交渉

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞

高教組メールアドレス

info@nagasaki
-kokyoso.org

(１) 第１５０９号 2011年１２月１５日（木）

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号
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5 (095)-827-5882
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様
化
し
て
お
り
、
そ
の
多
様

な
く
、
新
規
教
員
の
採
用
数

化
し
て
い
る
一
人
一
人
に
、

を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く

ま
す
。
生
徒
数
減
や
学
校
数

事
で
、
教
職
員
の
負
担
が
増

の
減
少
に
伴
い
、
難
し
い
面

▼
教
員
を
増
員
し
、
１
学
級

▼
教
員
数
を
増
や
し
て
ほ
し

し
て
い
る
。
と
に
か
く
教
員

も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

の
人
員
を
減
ら
し
て
、
業
務

い
。
い
ま
、
余
裕
が
な
い
→

の
数
を
増
や
す
事
。
（
大
村
支

１
人
の
教
員
が
で
き
る
仕
事

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
環

生
徒
に
き
め
細
か
い
指
導
が

部
・
４
０
代
・
男
）

の
量
以
上
の
業
務
が
割
り
当

崎
総
合
科
学
大
学
名
誉
教

境
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い

し
に
く
く
な
る
。
生
徒
の
学

て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が

授
）
が
、
玄
海
原
発
の
問
題
、
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

力
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
長

▼
理
科
の
実
習
教
員
の
配
置

し
ま
す
。
（
対
馬
支
部
・
３
０

原
発
や
原
子
力
政
策
の
歴
史

は
興
味
の
あ
る
こ
と
ば
か
り

崎
県
で
は
あ
る
が
教
員
数
を

の
な
い
学
校
は
、
そ
の
分
教

代
・
男
）

と
実
情
を
明
ら
か
に
し
ま
し

を
強
調
し
た
学
び
の
中
で
、

減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

諭
の
配
置
に
気
を
つ
け
て
ほ

第
５
９
次
長
崎
高
教
組
・
長

し
、
今
次
教
研
の
成
功
に
む

た
。
参
加
者
か
ら
「
今
ま
で

共
同
生
活
を
す
る
上
で
の
ル

そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

し
い
。
非
常
勤
が
多
す
ぎ
る
。

▼

本
県
の
教
育
に
多
大
な
貢

崎
私
教
連
教
育
研
究
集
会
が

け
て
尽
力
し
ま
し
た
。
参
加

い
く
つ
か
の
講
演
の
中
で
、

ー
ル
を
感
じ
る
場
を
家
庭
で

る
。
そ
れ
に
気
づ
く
べ
き
。（
北

（
島
原
支
部
・
３
０
代
・
女
）

献
を
し
て
い
る
臨
時
教
員
を

１
１
月
２
６
、
２
７
日
、
長

者
延
べ
数
は
７
８
人
（
長
崎

一
番
良
く
理
解
で
き
た
」（
宮

も
学
校
で
も
少
な
く
さ
れ
て

松
支
部
・
３
０
代
・
男
）

結
果
的
に
使
い
捨
て
に
し
て

崎
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
教
組
関
係
５
０
人
）
、
交

崎
義
務
制
・
女
性
）
、「
原
発

し
ま
い
、
聴
く
こ
と
、
話
す

▼
教
員
の
適
正
配
置
。
年
齢･

い
る
。
も
っ
と
き
ち
ん
と
し

今
年
度
は
「
教
組
共
闘
九

流
会
は
５
２
人
で
し
た
。
特

事
故
と
は
何
か
を
各
方
面
か

こ
と
が
う
ま
く
で
き
ず
、
そ

▼
教
員
の
適
正
配
置
（
常
勤･

男
女
比
な
ど
。
特
に
、
再
雇

た
評
価
を
し
て
優
遇
し
て
ほ

州
教
職
員
学
習
交
流
集
会
・

に
離
島
地
区
か
ら
２
人
の
青

ら
理
論
づ
け
た
内
容
で
わ
か

れ
が
ま
た
学
習
に
も
は
ね
か

非
常
勤
に
頼
り
す
ぎ
な
い
）

用
者
の
人
数
に
つ
い
て
は
、

し
い
。
例
え
ば
「
評
価
ポ
イ

３
県
高
校
教
育
研
究
集
会
」

年
（
未
組
）
が
両
日
参
加
し

り
や
す
く
、
多
く
の
文
献
か

え
る
悪
循
環
。
仕
事
が
多
く

＝
採
用
枠
の
拡
大
（
採
用
枠

学
校
の
規
模
に
比
べ
多
い
の

ン
ト
」
制
度
を
作
り
、
あ
る

と
抱
き
合
わ
せ
、
領
域
別
分

た
こ
と
は
私
た
ち
を
元
気
づ

ら
必
要
な
も
の
を
知
ら
せ
て

な
っ
て
も
、
カ
バ
ー
す
る
必

が
小
さ
い
＝
長
崎
を
敬
遠
＝

で
は
？
校
務
分
掌
や
部
活
動

点
以
上
は
１
次
試
験
免
除
を

科
会
（
「
平
和
・
人
権
」
、「
生

け
ま
し
た
。

い
た
だ
き
感
謝
」
（
大
分
義

要
な
人
員
を
入
れ
て
い
く
こ

人
材
の
流
出
＝
長
崎
の
衰
退
）

に
影
響
す
る
。
（
島
原
支
部
・

全
校
種
で
実
施
し
て
ほ
し
い
。

活
指
導
・
自
治
的
活
動
」
、

務
制
・
男
性
）
な
ど
好
評
で

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

＝
負
の
連
鎖
（
佐
世
保
支
部

４
０
代
・
男
）

そ
も
そ
も
教
育
実
践
力
の
な

「
登
校
拒
否
・
不
登
校
・
中

し
た
。

を
妨
げ
る
事
態
に
は
な
ら
な

・
４
０
代
・
男
）

い
人
が
臨
時
採
用
し
て
い
る

退
問
題
」
、「
参
加
と
共
同
の

ま
た
「
教
研
で
得
ら
れ
た

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
自
分
自
身
の
立
場
か
ら
考

な
ら
ば
由
々
し
き
問
題
で
は

学
校
づ
く
り
」
、「
民
主
的
学

記
念
講
演
は
「
福
島
原
発

も
の
を
、
多
く
の
県
内
外
の

（
長
崎
支
部
・
４
０
代
・
女
）

▼
ど
こ
の
学
校
も
生
徒
が
多

え
る
と
、
再
任
用
な
ど
で
は

な
い
か
。
（
北
松
支
部
・
４
０

校
づ
く
り
」）
で
開
会
。

事
故
は
私
た
ち
に
何
を
教
え

学
校
で
実
践
で
き
れ
ば
、
組

代
・
男
）

長
崎
高
教
組
は
各
分
科
会

て
い
る
か
ー
福
島
原
発
被
害

合
の
評
価
も
あ
が
る
」
（
長

▼
高
校
に
は
進
学
だ
け
を
希

の
司
会
、
記
録
、
レ
ポ
ー
タ

の
実
相
と
課
題
ー
」
を
テ
ー

崎
高
・
男
性
）
の
感
想
に
も

望
し
て
い
る
生
徒
ば
か
り
で

＊
人
事
に
関
わ
る
主
な
意
見
は

ー
を
他
教
組
と
と
も
に
分
担

マ
に
、
大
矢
正
人
さ
ん
（
長

あ
る
よ
う
に
、
義
務
制
で
の

は
な
い
。
手
厚
い
就
労
対
策

終
わ
り
、
次
号
は
教
育
行
政
全

実
践
や
他
県
か
ら
の
報
告
、

を
。
（
長
崎
支
部
・
５
０
代
・

般
に
関
わ
る
意
見
を
掲
載
。

交
流
が
今
次
教
研
の
大
き

男
）

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

権
が
付
与
さ
れ
、
組
合
、
分

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
の
団
体
交
渉
な
ど
が
い

（
長
崎
支
部
長
・
深
松
博
文

記
）

っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
く
る

た
め
、
そ
の
準
備
に
向
け
て

各
分
会
は
動
き
出
さ
な
け
れ

長
崎
支
部
は
１
２
月
１
０

い
う
制
度
改
悪
か
ら
来
て
い

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

日
、
学
習
会
「
が
っ
て
ん
セ

る｣

こ
と
や
、｢

６
０
歳
以
上

も
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
の
職
員
の
給
与
は
、
同
じ
仕

た
。

そ
の
中
心
は
講
演
で
、
全
教

事
内
容
な
の
に
、
約
７
割
に

講
演
は
、
た
い
へ
ん
わ
か

生
権
局
長
の
蟹
沢
昭
三
さ
ん

す
る
案
に
な
っ
て
い
る｣

こ

り
や
す
く
、
３
０
人
の
参
加

が
「
ど
う
な
る
教
職
員
の
賃

と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

者
に
大
変
好
評
で
し
た
。

金
・
定
年
制
、労
働
基
本
権
」

「
定
年
が
延
長
さ
れ
る
年

長
崎
支
部
で
は
ビ
デ
オ
撮

を
テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め
ま

は
、
定
年
退
職
者
が
い
な
い

摘
で
、
問
題
の
大
き
さ
に
初

影
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
他

し
た
（
写
真
は
そ
の
様
子
）
。

た
め
、
日
本
中
の
公
務
員
の

め
て
気
づ
き
、
大
き
な
驚
き

支
部
・
分
会
で
の
学
習
会
な

「
定
年
制
延
長
は
年
金
を

採
用
が
ゼ
ロ
と
い
う
事
態
に

を
覚
え
ま
し
た
。

ど
に
も
使
え
る
の
で
は
な
い

６
５
歳
か
ら
支
給
す
る
と

な
り
か
ね
な
い
」
な
ど
の
指

地
方
公
務
員
に
協
約
締
結

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
節
は

ようこそ 今日こそ 高教組 HP http://nagasaki-kokyoso.org

第
５
９
次
県
教
研

山
口
・
九
州
各
県
と
と
も
に
開
き

７
８
人
参
加

「
教
研
で
得
た
も
の
を
実
践
し
た
い
」

き
め
細
か
い
指
導
の
た
め
に
教
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い

□
「
人
事
」
に
関
す
る
意
見

（
２
）

高
教
組
「
確
定
交
渉
に
向
け
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」

自
由
記
述
欄
か
ら
。

シ
リ
ー
ズ
４

▲記念講演を聴く参加者

▲第3分科会｢生活指導・自治的活動｣

▲
講
演
す
る
大
矢
さ
ん

未
組
合
員
２
人
が
加
わ
り

元
気
づ
く

長
崎
支
部

定
年
制
延
長
や
労
基
権
回
復
問
題
で
学
習
会

公
務
員
採
用
ゼ
ロ
の
重
大
な
問
題

原
発
講
演

「
良
く
理
解
で
き
た
」

▼子どもと教育を考えるつどい▼
○２月１２日（日）午後１時～

○長崎市

○テーマ：教科書を考える（仮）

＊高教組は実行委員会の１団体です。

どなたでも参加可能。日程の中に入れ

ておいてください。

(昭和35年8月11日第三種郵便物認可）毎月1日、15日発行長 崎 高 教 組 新 聞(２) 第１５０９号 2011年１２月１５（木）


